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表紙

上記事項につきましては、法令及び当社定款第16条の規定に基づき、書面交付請求をいただいた
株主様に対して交付する書面（電子提供措置事項記載書面）への記載を省略しております。

株主各位

第69回定時株主総会の招集に際しての
交付書面非記載事項

業務の適正を確保するための体制
及びその運用状況

連結株主資本等変動計算書
連結計算書類の連結注記表
株主資本等変動計算書
計算書類の個別注記表

（2025年４月１日から2026年３月31日まで）

東京コスモス電機株式会社
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業務の適正を確保するための体制及びその運用状況

業務の適正を確保するための体制及びその運用状況
(1) 業務の適正を確保するための体制
① 当社及び子会社の取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保する
ための体制

（ⅰ）取締役会は、法令、「定款」及び「取締役会規則」その他社内規程等に基づき、重要事項
を決定するとともに、取締役の職務の執行を監督する。

（ⅱ）法令、「定款」、社内規程等を遵守するため、当社及び当社子会社（以下「当社グルー
プ」という。）は「グループ行動規範」を定め、取締役及び執行役員（以下併せて「役
員」という。）並びに従業員に周知徹底する。

（ⅲ）法令違反の早期発見と迅速かつ適切な対応を行うため「内部通報規程」により内部及び外
部の通報窓口を設置し、通報者に不利益が及ばないよう運用する。

（ⅳ）当社代表取締役社長の直轄の監査室は、「内部監査規程」に従って当社グループの監査を
行う。

（ⅴ）「反社会的勢力排除規程」に基づき、反社会的勢力とは一切の関係を排除するとともに、
反社会的勢力からの不当な要求に対しては、警察等の外部専門機関と緊密に連携し、当社
グループを挙げて毅然とした姿勢で対応する。

② 当社グループの取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
（ⅰ）会社の秘密情報、第三者から正当に受領した秘密情報については、「情報セキュリティ管

理規程」に基づき、機密性、完全性、可用性を確認する。
（ⅱ）情報システム管理については、「情報システム運用規程」を定め、情報システムを安全に

維持・管理する。
（ⅲ）「電子メール及びインターネットに関するモニタリング規程」を策定し、役員及び従業員

に周知徹底する。
③ 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
（ⅰ）「コンプライアンス基本規程」を策定し、当社グループのリスク管理に関する対応方針・

体制を定め、リスク管理体制を整備・構築する。
（ⅱ）事業上のリスクとして、製品リスク・信用リスク・市場関連リスク・事務リスク・システ

ムリスク・情報関連リスク・自然災害リスク等を認識し、それぞれの担当部門において、
教育・訓練の実施やマニュアルの作成・配付を行う。

（ⅲ）重大な損失の危険が発生した場合、社長を本部長とする対策本部を立上げ、対応策及び再
発防止策の策定・実行を行う。
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業務の適正を確保するための体制及びその運用状況

④ 当社グループの取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
（ⅰ）執行役員制度を導入し、定款において監査等委員である者を除く取締役は８名以内、監査

等委員である取締役は４名以内と定めている。取締役会において、経営上の重要な意思決
定を迅速に行い、職務執行の監視を行う。職務の執行は常勤取締役及び執行役員は、「取
締役会規則」「権限基準」等に基づき、適正な手続に則って業務の決定を行う。

（ⅱ）「組織・職務分掌規程」を策定し、当社グループにおける部門及び役職の業務内容や権
限・責任を定め、適切かつ効率的な意思決定と職務執行を確保する。

（ⅲ）本部制を導入し、迅速な意思決定と組織の効率化を図る体制を構築する。
（ⅳ）常勤取締役・執行役員で構成する経営審議会を原則として週１回開催し、常に情報を共有

することで効率的な職務の執行を行う。
⑤ 当社グループで構成する企業集団における業務の適正を確保するための体制
（ⅰ）子会社は、「グループ行動規範」を採択・実施し、これを遵守する。
（ⅱ）子会社の代表取締役は毎月、業務の執行状況及び月次業績を当社の代表取締役及び子会社

担当部門長に報告するとともに、主要子会社の代表取締役は責任者連絡会に出席し、当社
の役職員と情報交換を行うものとする。

（ⅲ）「関連会社業務執行確認規程」を策定し、損失の危険の管理を行うとともに、健全なる経
営の継続的発展を図る。

（ⅳ）グループ一体経営を推進するとの観点から、取締役等を派遣することで子会社の取締役会
が迅速な意思決定を行い、子会社の取締役等の職務の執行が効率的に行われる体制とす
る。

（ⅴ）取締役等を派遣することで、子会社の役員及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合
することを確保する。

⑥ 財務報告の信頼性を確保するための体制
（ⅰ）当社グループの財務報告に係る内部統制については、金融商品取引法・会計基準その他関

係する内外の法令に基づき、有効かつ適切に整備・運用する体制を構築する。
（ⅱ）財務報告に係る内部統制が適正に機能することを、継続的に評価・維持・改善を行う。
⑦ 監査等委員会がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に
関する事項及び当該使用人の取締役（監査等委員である者を除く）からの独立性に関する事
項並びに当該使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項

（ⅰ）監査等委員会がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合、取締役会は監査等
委員会と協議の上、監査等委員会を補助すべき使用人を人選する。
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業務の適正を確保するための体制及びその運用状況

（ⅱ）当該使用人が、他部門の使用人を兼務する場合は、監査等委員会にかかる業務を優先する
こととし、当該業務に従事する期間中は、当該使用人への指揮命令権は監査等委員会に属
するものとする。

（ⅲ）当該使用人の異動・処遇・人事評価・懲戒等の人事事項については、監査等委員会と事前
協議するものとする。

⑧ 取締役及び使用人が監査等委員会に報告するための体制及び子会社の取締役等から報告を受
けたものが監査等委員会に報告するための体制

（ⅰ）当社グループの役員及び従業員は、当社グループに著しい損害を及ぼすおそれのある事実
その他事業運営上の重要事項を適時、適切な方法により監査等委員会に報告する。

（ⅱ）常勤監査等委員は、経営審議会・責任者連絡会やその他重要な会議に出席し、経営上の重
要な情報の報告を受けるとともに、重要な議事録・稟議書等を閲覧し、必要に応じて役員
又は従業員にその説明を求めることができる。

⑨ 監査等委員会への報告者が当該報告をしたことを理由として、不利な取扱いを受けないこと
を確保するための体制

（ⅰ）通報者は、「内部通報規程」に基づき、監査等委員会に通報したことを理由として不利益
が及ばない体制を確保する。

（ⅱ）内部通報の通報状況については、速やかに監査等委員会に報告を行う。
⑩ その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制
（ⅰ）監査等委員会は、代表取締役に対し独立性を保ち、適正かつ効果的な監査を行える体制と

する。
（ⅱ）監査室は、監査の結果を適切な方法により監査等委員会に報告するものとする。
（ⅲ）監査等委員会が会計監査人及び子会社の監査役と円滑に連携できる体制とする。
⑪ 監査等委員の職務の執行について生じる費用の処理に係る方針に関する事項
（ⅰ）監査等委員の職務の執行について生じる費用については、会社は監査等委員の請求に従

い、速やかに当該費用の前払い又は償還をする事とする。
（ⅱ）監査等委員は、必要に応じて外部の専門家の助言を受けた場合、又はその役割・責務に対

する理解を深めるため必要な知識の習得や適切な更新等の研鑚に適合した研修を受ける場
合、当該費用を会社に請求する権利を有することとする。

－ 3 －



2026/05/23 17:56:50 / 25300190_東京コスモス電機株式会社_招集通知

業務の適正を確保するための体制及びその運用状況

(2) 業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
① 内部統制システム全般
　当社及びグループ会社の内部統制システム全般の整備・運用状況を当社の監査室がモニタリ
ングし、改善を進めております。
② コンプライアンス
　当社は、当社及びグループ各社の従業員に対し、必要なコンプライアンスについて、社内研
修での説明を行い、法令および定款を厳守するための取組みを継続的に行っております。
　また、当社は「内部通報規程」により相談・通報体制を設けており、コンプライアンスの実
効性向上に努めております。
③ リスク管理体制
　毎週行われる責任者連絡会及び定期的に行われる「コンプライアンス委員会」において、各
責任者よりリスクレビューが実施され全社的な情報共有に努めております。また対応状況につ
いても管理状況等の報告が行われております。
④ 内部監査
　監査室が「内部監査規程」に基づき、当社及びグループ各社の内部監査を実施しました。

－ 4 －
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連結株主資本等変動計算書

株 主 資 本

資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合
計

千円 千円 千円 千円 千円
当 期 首 残 高 1,277,000 9,357 5,082,853 △397,991 5,971,219

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 － － △236,542 － △236,542

親会社株主に帰属する当期純利益 － － 28,107 － 28,107

自 己 株 式 の 取 得 － － － △2,640 △2,640

自 己 株 式 の 処 分 － 5,736 － 1,316 7,053
自 己 株 式 の 消 却 － △15,093 △360,665 375,759 －
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） － － － － －

当 期 変 動 額 合 計 － △9,357 △569,101 374,436 △204,022

当 期 末 残 高 1,277,000 － 4,513,752 △23,555 5,767,197

連結株主資本等変動計算書
（2025年４月１日から2026年３月31日まで）

－ 5 －
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連結株主資本等変動計算書

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額

純資産合計そ の 他
有 価 証 券
評価差額金

土地再評価
差 額 金

為 替 換 算
調 整 勘 定

退 職 給 付
に 係 る
調整累計額

そ の 他 の
包 括 利 益
累計額合計

千円 千円 千円 千円 千円 千円
当 期 首 残 高 392,714 719,094 420,654 71,840 1,604,304 7,575,524

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 － － － － － △236,542

親会社株主に帰属する当期純利益 － － － － － 28,107

自 己 株 式 の 取 得 － － － － － △2,640

自 己 株 式 の 処 分 － － － － － 7,053

自 己 株 式 の 消 却 － － － － － －

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 125,986 － 228,054 2 354,042 354,042

当 期 変 動 額 合 計 125,986 － 228,054 2 354,042 150,020

当 期 末 残 高 518,700 719,094 648,709 71,843 1,958,347 7,725,544

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

－ 6 －



2026/05/23 17:56:50 / 25300190_東京コスモス電機株式会社_招集通知

連結注記表

連結注記表
（連結計算書類作成のための基本となる重要な事項等）
１. 連結の範囲に関する事項

(1) 連結子会社の数及び連結子会社の名称
連結子会社の数　８社
連結子会社の名称

白河コスモス電機㈱、会津コスモス電機㈱、中津コスモス電機㈱、煙台科思摩思電機有限公司、
TOCOS AMERICA, INC.、台湾東高志電機股份有限公司、煙台科思摩思貿易有限公司、広州東高志電
子有限公司

(2) 非連結子会社の名称等
　該当事項はありません。

２. 持分法の適用に関する事項
　該当事項はありません。

３. 連結子会社の事業年度に関する事項
　連結子会社のうち、煙台科思摩思電機有限公司、煙台科思摩思貿易有限公司及び広州東高志電子有限公司の
決算日は12月31日であります。
　連結計算書類の作成にあたっては、連結決算日現在で実施した仮決算に基づく計算書類を使用しておりま
す。なお、その他の連結子会社の事業年度の末日は、連結決算日と一致しております。

４. 会計方針に関する事項
(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券の評価基準及び評価方法
ア. その他有価証券

・市場価格のない株式等以外のもの
時価法
（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は、移動平均法により算定）

・市場価格のない株式等
主として移動平均法による原価法

② デリバティブの評価基準及び評価方法
時価法

③ 棚卸資産の評価基準及び評価方法
　評価基準は、原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によっております。

商品及び製品、仕掛品、貯蔵品及び原材料　　総平均法

－ 7 －
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連結注記表

建物及び構築物 ６～45年
機械装置及び運搬具 ５～10年

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法
① 有形固定資産（リース資産を除く）

　定率法を採用しております。ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）な
らびに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用しておりま
す。
　なお、主な耐用年数は次のとおりです。

② 無形固定資産（リース資産を除く）
　定額法を採用しております。

③ リース資産
所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用しています。
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零として算定する定額法によっております。なお、一部の在
外連結子会社については、国際財務報告基準第16号「リース」により、リースの借手については、原
則としてすべてのリースを連結貸借対照表に資産及び負債として計上しており、資産計上されたリース
資産の減価償却方法は定額法によっております。

(3) 重要な引当金の計上基準
① 貸倒引当金

　債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債
権については、個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金
　従業員賞与の支払いに充てるため、賞与支給規定に基づき支給見込額の当連結会計年度負担額を基準と
して計上しております。

③ 役員賞与引当金
　役員賞与の支払いに充てるため、支給見込額の当連結会計年度負担額を基準として計上しております。
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連結注記表

（ヘッジ手段） （ヘッジ対象）
金利スワップ 借入金の利息

(4) その他連結計算書類の作成のための重要な事項
① 重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算基準

　外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理し
ております。なお在外連結子会社の資産及び負債は連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益
及び費用は期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定に含めて
計上しております。

② ヘッジ会計の方法
ア. 繰延ヘッジ等のヘッジ会計の方法

　繰延ヘッジ会計を採用しております。金利スワップの特例処理の要件を満たす金利スワップについて
は、特例処理を採用しております。

イ. ヘッジ手段とヘッジ対象

ウ. ヘッジ方針
　相場変動等による損失の可能性が極めて高いと判断した場合、及びキャッシュ・フローの固定を必要
と判断した場合に取締役会の承認を得て、ヘッジ目的でデリバティブ取引を行っております。

エ. ヘッジの有効性評価の方法
　特例処理の要件を満たす金利スワップ取引については、有効性の評価を省略しております。

③ 退職給付に係る会計処理の方法
・退職給付見込額の期間帰属方法

　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法につ
いては、期間定額基準によっております。

・数理計算上の差異の費用処理方法
　数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数
（12年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理することとし
ております。

・小規模企業等における簡便法の採用
　一部の連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合
要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

④ 収益及び費用の計上基準
　約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込
まれる金額で収益を認識しております。なお、出荷時から製品の支配が顧客に移転される時までの期間が
通常の期間である場合には出荷時点において収益を認識しております。
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繰延税金資産 −千円
繰延税金負債 195,221千円

商品及び製品 400,772千円
仕掛品 405,654千円
原材料 1,041,544千円

商品及び製品 30,717千円
仕掛品 13,606千円
原材料 138,264千円

（会計方針の変更に関する注記）
該当事項はありません。

（会計上の見積りに関する注記）
(1) 繰延税金資産

① 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

② 会計上の見積りの内容について連結計算書類利用者の理解に資するその他の情報
ａ 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額の算出方法

　繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針（企業会計基準適用指針第26号）にしたがい、翌連結
会計年度以降の事業計画を基礎に将来の課税所得を見積り、回収可能性がある将来減算一時差異につい
ては、繰延税金資産として資産計上を行い、回収不能なものについては評価性引当額を計上しておりま
す。

ｂ 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額の算出に用いた主要な仮定
　翌連結会計年度以降の事業計画及び課税所得の見積りについては、国際情勢の影響をはじめとする今
後の経営環境に一定の仮定をおいて算出しております。

ｃ 翌連結会計年度の連結計算書類に与える影響
　主要な仮定として用いた翌連結会計年度以降の事業計画や課税所得の見積りに大きな変動があった場
合には、実際に回収可能な将来減算一時差異も大きく変動する可能性があり、この場合、翌連結会計年
度の連結計算書類に大きく影響を与えます。

(2) 棚卸資産の評価
① 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

a 連結貸借対照表に計上した金額

b 棚卸資産評価損(棚卸資産から控除した金額)

② 会計上の見積りの内容について連結計算書類利用者の理解に資するその他の情報
ａ 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額の算出方法

　取得原価をもって連結貸借対照表価額とし、正味売却価額が取得原価より下落している場合には、当
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該正味売却価額をもって連結貸借対照表価額としております。
ｂ 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額の算出に用いた主要な仮定

　当社グループの商品及び製品は、顧客の最終製品に組み込まれるため、顧客の製品のライフサイクル
に応じて需要が変動しますが、製造効率等を勘案し将来の販売数量を予測したうえで、一定数量の製品
製造をしております。また、原材料は規格に応じて最低購入数量が存在するため、使用見込数量を超え
て購入することもあります。このため、当該予測を下回った場合には、過剰な棚卸資産を保有する可能
性があります。
　正味売却価額は直近の販売価格を基礎とするほか、棚卸資産ごとに正常な営業循環過程を定め、当該
営業循環過程から外れた滞留（年間売上数量が期末在庫数量の20％以下）又は処分見込等の棚卸資産
について、規則的に50％から５％まで帳簿価額を切下げる方法を適切な評価額として算出しておりま
す。

ｃ 翌連結会計年度の連結計算書類に与える影響
　主要な仮定のうち、滞留評価損比率を５％変動させた場合の影響額は以下のとおりであります。な
お、滞留評価損の算定に際しては、その他の仮定を含む様々な要素が影響するため、翌連結会計年度の
連結計算書類に与える影響に差異が生じる可能性があります。

滞留評価損への影響
　評価損比率５％上昇　12,037千円増加
　評価損比率５％減少　12,037千円減少
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再評価に係る繰延税金負債   330,218千円
土地再評価差額金   719,094千円
合計 1,049,313千円

（連結貸借対照表に関する注記）
１. 有形固定資産の減価償却累計額　8,552,004千円

　減価償却累計額には、減損損失累計額が含まれております。
２. 土地の再評価に係る注記

(1) 土地の再評価に関する法律（1998年３月31日公布法律第34号及び1999年３月31日の同法律の改正）に
基づき、2000年３月31日の事業用土地の再評価を実施しました。
　関連する勘定は以下のとおりであります。

(2) 土地の再評価に関する法律施行令（1998年３月31日公布政令第119号）第２条第４号に定める路線価及
び路線価のない土地は、第２条第３号に定める固定資産税評価額に基づいて、合理的な調整を行って算出し
ております。

(3) 2026年３月31日における事業用土地の時価の合計額は再評価後の帳簿価額の合計額を391,092千円下回
っております。
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当座貸越極度額 200,000千円
借入実行残高 −

差引額 200,000千円

３. 当座貸越契約
　当社グループにおいては、運転資金の効率的な調達を行うために、１金融機関（前連結会計年度は４金融機
関）と当座貸越契約等を締結しております。
　連結会計年度末における当座貸越契約に係る借入金未実行残高等は次のとおりであります。
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株 式 の 種 類 当連結会計年度期首 増 加 減 少 当連結会計年度末

普通株式（株） 1,581,250 5,460,688 216,078 6,825,860

決 議 株式の種類 配当金の総額（千円） １株当たり配当額（円） 基 準 日 効 力 発 生 日

2025年６月24日
定 時 株 主 総 会 普通株式 236,542 175.00 2025年３月31日 2025年６月25日

決 議 株式の種類 配当金の総額（千円） １株当たり配当額（円） 基 準 日 効 力 発 生 日

2026年６月23日
定 時 株 主 総 会 普通株式 270,425 40.00 2026年３月31日 2026年６月24日

（連結株主資本等変動計算書に関する注記）
１. 発行済株式に関する事項

（注）１．2026年１月1日付で、普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行い、発行済株式総数が
5,460,688株増加しております。

　　　２．2025年８月８日開催の取締役会において、自己株式の消却を決議し、2025年９月30日に自己株式
の消却を行った結果、発行済株式総数が216,078株減少しております。

２. 配当に関する事項
(1) 配当金支払額

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が当連結会計年度末後となるもの

（金融商品に関する注記）
１. 金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針
　当社グループの資金運用は、余資がある場合に短期的な預金等で行うことに限定しております。資金調達
は、運転資金及び設備資金の調達のために金利動向や長短のバランスを勘案して銀行借入を行うほか、必要
に応じて社債発行や債権流動化を行っております。デリバティブは、後述するリスクを回避するために利用
しており、投機的な取引は行わない方針であります。

(2) 金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制
　受取手形及び売掛金、電子記録債権は、１年以内の回収期日です。なお、顧客の信用リスクが存在します
が、当該リスク管理のため債権管理方針に従い、取引先ごとの期日管理及び残高管理を行うとともに、財務
状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。
　連結子会社についても、当社の債権管理方針に準じた方法により管理を行っております。
　また、外貨建ての債権債務は為替変動リスクが存在しますが、重要な部分については外貨建ての債権債務
をネッティングするほか、一定部分について為替予約を行うことでリスク回避を行っております。
　投資有価証券である株式には市場価格の変動リスクが存在しますが、主に業務上の関係を有する企業の株
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連結貸借対照表
計上額 時 価 差 額

(1) 投資有価証券

① その他有価証券 893,343 893,343 −

資産計 893,343 893,343 −

(1) 長期借入金 931,155 901,884 △29,270

(2) リース債務 331,614 284,180 △47,434

負債計 1,262,769 1,186,065 △76,704

デリバティブ取引

① ヘッジ会計が適用されていないもの − − −

② ヘッジ会計が適用されているもの − − −

式であり、定期的に市場価格（時価）や発行体の財務状況等を確認することによりリスクを低減しておりま
す。
　支払手形及び買掛金は、１年以内の支払期日です。
　借入金及び社債のうち、変動金利借入には金利変動リスクが存在しますが、必要に応じて借入額の一定の
範囲内で金利スワップ取引等を利用し、キャッシュ・フローの固定化を図りリスク回避を行っております。
　また、長期借入金の返済日及び社債の償還日については、原則として５年以内としております。
　なお、当社グループは、各部署からの報告に基づき適時に資金繰り計画を作成・更新することなどにより
資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）を管理しております。
　デリバティブ取引は、契約先がいずれも信用度の高い金融機関であるため、相手先の契約不履行による信
用リスクは、ほとんどないと認識しており、また、内部規定により需要に対して一定の範囲内の取引に限定
し投機的な契約は排除しております。デリバティブ取引の執行及び管理は、内部規定に従い、財務担当部署
が取締役会の決議または定められた執行管理手続きを経て行っております。

(3) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　金融商品の時価には、市場価格に基づく価格のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価格が
含まれております。当該価格の算定においては変動要因が含まれるため、当該価格算定時の前提条件等と異
なる前提条件等を採用した場合、当該価格も異なる結果となることがあります。

２. 金融商品の時価等に関する事項
　2026年３月31日（当期の連結決算日）における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額について
は、次のとおりであります。

（単位：千円）

※「現金及び預金」「受取手形」「電子記録債権」「売掛金」「支払手形及び買掛金」「電子記録債務」「短期
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借入金」については、短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略し
ております。

－ 16 －



2026/05/23 17:56:50 / 25300190_東京コスモス電機株式会社_招集通知

連結注記表

１年以内
（千円）

１年超
５年以内
（千円）

５年超
10年以内
（千円）

10年超
（千円）

現金及び預金 2,950,665 − − −

受取手形 2,082 − − −

電子記録債権 393,813 − − −

売掛金 1,343,492 − − −

１年以内
（千円）

１年超
２年以内
（千円）

２年超
３年以内
（千円）

３年超
４年以内
（千円）

４年超
５年以内
（千円）

５年超
（千円）

長期借入金 314,504 182,647 179,904 179,904 74,196 −

リース債務 48,901 40,895 36,547 29,069 31,082 145,118

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券

その他有価証券

株式 893,343 − − 893,343

資産計 893,343 − − 893,343

（注）１. 金銭債権の連結決算日後の償還予定額

２. 長期借入金及びリース債務の返済予定額

３. 金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項
　金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベル
に分類しております。
レベル１の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定した時価
レベル２の時価：レベル１のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用いて算定した時価
レベル３の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価
　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ
属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。
① 時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債

（単位：千円）
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区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

長期借入金 − 901,884 − 901,884

リース債務 − 284,180 − 284,180

負債計 − 1,186,065 − 1,186,065

② 時価をもって連結貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債
（単位：千円）

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明
投資有価証券
　投資有価証券は全て上場株式であり相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引
されているため、その時価をレベル１の時価に分類しております。
長期借入金及びリース債務
　これらの時価は、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味した利率を基に、割引
現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。

－ 18 －



2026/05/23 17:56:50 / 25300190_東京コスモス電機株式会社_招集通知

連結注記表

（１株当たり情報に関する注記）
１. １株当たり純資産額は1,142円73銭であります。
２. １株当たり当期純利益は４円16銭であります。
（注）１株当たり純資産額及び１株当たり当期純利益は、当連結会計年度に行いました株式の分割が当連結会計

年度の期首に行われたと仮定してそれぞれ算定しております。

（重要な後発事象に関する注記）
　該当事項はありません。

－ 19 －



2026/05/23 17:56:50 / 25300190_東京コスモス電機株式会社_招集通知

連結注記表

報告セグメント

合計
調整額

（注）１

連結
損益計算書

計上額
可変

抵抗器
車載用

電装部品
計

 売上高
　一時点で
　移転される財

3,608,527 5,992,503 9,601,030 9,601,030 − 9,601,030

　一定の期間にわたり
　移転される財

− − − − − −

　顧客との契約から
　生じる収益

3,608,527 5,992,503 9,601,030 9,601,030 − 9,601,030

　外部顧客への売上高 3,608,527 5,992,503 9,601,030 9,601,030 − 9,601,030
　セグメント間の
　内部売上高又は振替高

− − − − − −

計 3,608,527 5,992,503 9,601,030 9,601,030 − 9,601,030

 セグメント利益 751,273 422,546 1,173,820 1,173,820 △716,460 457,360

（収益認識に関する注記）
１. 顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（単位：千円）

（注）１　セグメント利益調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用716,460千円であります。
　　　　　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
　　　２　セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　　　３　当連結会計年度より、事業本部制の採用に伴い、従来「その他」に含めていた生産設備・金型、各種
　　　　　スイッチ等の事業について、報告セグメントの区分を各事業の性質に基づき「可変抵抗器事業」「車
　　　　　載用電装部品事業」に区分しております。
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連結注記表

当連結会計年度

期首残高 期末残高

顧客との契約から生じた債権 2,505,413 1,739,388

契約資産 − −

契約負債 5,548 −

２. 顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
　当社グループは主として可変抵抗器及び、自動車等に使用される車載用電装部品の製造・販売を行ってお
り、国内外のメーカーや商社を顧客としております。
　当社グループは、主に完成した製品を顧客に出荷することを履行義務として識別しており、①顧客へ製品を
出荷した時点、②製品を船積した時点としております。
　なお、車載用電装部品事業における部品供給契約等の中には、専用設備等を制作することを含む契約があ
り、当該契約のうち一定の条件に該当する履行義務については、観察可能な情報を基礎に一定の期間にわたり
充足される履行義務として認識しております。
　一定の期間にわたり充足される履行義務の充足に係る進捗率の見積りの方法は、財貨又はサービスの移転の
忠実な描写となるよう、当該履行義務の充足のために予想される総コストに占める発生したコストの発生割合
（インプット法）に基づき算出しております。
　また、収益は、顧客との契約において約束された対価から、有償受給取引において顧客に支払われる対価及
び、顧客へ支払われる契約に基づいたコミッションを控除した金額で測定しております。
　これらの履行義務に対する対価は、履行義務充足後、別途定める支払条件により概ね１年以内に回収してお
り、重大な金融要素は含んでおりません。

３. 当連結会計年度末及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報
(1) 契約資産及び契約負債の残高

（単位：千円）

（注）１. 契約負債は、主に顧客からの前受金であり、収益の認識に伴い取り崩されます。前受金は、連結貸借
対照表上、流動負債の「その他」に含まれております。

２. 当連結会計年度に認識した収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた額
5,548千円

３. 当連結会計年度中の契約資産及び契約負債の残高の重要な変動がある場合のその内容
　該当事項はありません。

(2) 残存履行義務に配分した取引価格
　当社グループにおいて、予想契約期間が１年を超える重要な取引はありません。また、顧客との契約から
生じる対価の中に、取引価格に含まれていない重要な金額はありません。
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株主資本等変動計算書

株 主 資 本

資 本 金
資 本 剰 余 金
そ の 他 資 本 剰 余 金 資 本 剰 余 金 合 計

千円 千円 千円
当 期 首 残 高 1,277,000 9,360 9,360

当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 － － －
当 期 純 利 益 － － －
自 己 株 式 の 取 得 － － －
自 己 株 式 の 処 分 － 5,736 5,736
自 己 株 式 の 消 却 － △15,097 △15,097
株主資本以外の項目の当期変動額（純額） － － －
当 期 変 動 額 合 計 － △9,360 △9,360
当 期 末 残 高 1,277,000 － －

株主資本等変動計算書
（2025年４月１日から2026年３月31日まで）
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株主資本等変動計算書

株 主 資 本
利 益 剰 余 金

自己株式 株主資本
合 計利 益

準 備 金

そ の 他 利 益 剰 余 金 利 益
剰 余 金
合 計別 途

積 立 金
繰越利益
剰 余 金

千円 千円 千円 千円 千円 千円
当 期 首 残 高 124,293 260,000 2,844,156 3,228,449 △397,991 4,116,818

当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 23,654 － △260,196 △236,542 － △236,542
当 期 純 利 益 － － 546,485 546,485 － 546,485
自 己 株 式 の 取 得 － － － － △2,640 △2,640
自 己 株 式 の 処 分 － － － － 1,316 7,053
自 己 株 式 の 消 却 － － △360,662 △360,662 375,759 －
株主資本以外の項目の当期変動額（純額） － － － － － －
当 期 変 動 額 合 計 23,654 － △74,373 △50,719 374,436 314,356
当 期 末 残 高 147,947 260,000 2,769,782 3,177,730 △23,555 4,431,174

評 価 ・ 換 算 差 額 等
純 資 産 合 計

その他有価証券評価差額金 土地再評価差額金 評価・換算差額等合計
千円 千円 千円 千円

当 期 首 残 高 392,714 719,094 1,111,809 5,228,627

当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 － － － △236,542
当 期 純 利 益 － － － 546,485
自 己 株 式 の 取 得 － － － △2,640
自 己 株 式 の 処 分 － － － 7,053
自 己 株 式 の 消 却 － － － －
株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 125,986 － 125,986 125,986
当 期 変 動 額 合 計 125,986 － 125,986 440,342
当 期 末 残 高 518,700 719,094 1,237,795 5,668,969

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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個別注記表

建物及び構築物 ６～45年
機械装置及び運搬具 ５～８年

個別注記表
（重要な会計方針に係る事項に関する注記）
１. 資産の評価基準及び評価方法

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法
① 子会社及び関連会社株式

移動平均法による原価法
② その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの
時価法
（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

市場価格のない株式等
主として移動平均法による原価法

(2) デリバティブ取引により生じる正味の債権（及び債務）の評価基準及び評価方法
時価法

(3) 棚卸資産の評価基準及び評価方法
　評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によっております。

商品及び製品、仕掛品、原材料及び貯蔵品　　総平均法
２. 固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産（リース資産を除く）
　定率法を採用しております。ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）なら
びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備および構築物については、定額法を採用しております。
　なお、主な耐用年数は次のとおりです。

(2) 無形固定資産（リース資産を除く）
　定額法を採用しております。

(3) リース資産
所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用しております。
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零として算定する定額法によっております。
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個別注記表

３. 引当金の計上基準
(1) 貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債
権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

(2) 賞与引当金
　従業員賞与の支払いに充てるため、賞与支給規定に基づき支給見込額の当事業年度負担額を基準として計
上しております。

(3) 役員賞与引当金
　役員賞与の支払いに充てるため、支給見込額の当事業年度負担額を基準として計上しております。

(4) 退職給付引当金
　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき計上
しております。
　退職給付引当金及び退職給付費用の処理方法は以下のとおりです。
① 退職給付見込額の期間帰属方法

　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度までの期間に帰属させる方法については、
期間定額基準によっております。

② 数理計算上の差異の費用処理方法
　数理計算上の差異については、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年
数（12年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理しております。

　　未認識数理計算上の差異の貸借対照表における取扱いが連結貸借対照表と異なります。
４. 収益及び費用の計上基準

　約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれ
る金額で収益を認識しております。なお、出荷時から製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期
間である場合には出荷時点において収益を認識しております。

５. その他計算書類作成の為の基本となる重要な事項
(1) 外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算基準

　外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しており
ます。

(2) ヘッジ会計の方法
① 繰延ヘッジ等のヘッジ会計の方法

　繰延ヘッジ会計を採用しております。金利スワップの特例処理の要件を満たす金利スワップについて
は、特例処理を採用しております。
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個別注記表

（ヘッジ手段） （ヘッジ対象）
金利スワップ 借入金の利息

② ヘッジ手段とヘッジ対象

③ ヘッジ方針
　相場変動等による損失の可能性が極めて高いと判断した場合、及びキャッシュ・フローの固定を必要と
判断した場合に取締役会の承認を得て、ヘッジ目的でデリバティブ取引を行っております。

④ ヘッジの有効性評価の方法
　特例処理の要件を満たす金利スワップ取引については、有効性の評価を省略しております。

（会計方針の変更に関する注記）
該当事項はありません。
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個別注記表

繰延税金資産 －千円
繰延税金負債 53,906千円

商品及び製品 304,443千円
仕掛品 381千円
原材料 409,287千円

商品及び製品 29,732千円
仕掛品 ‐千円
原材料 34,173千円

（会計上の見積りに関する注記）
(1) 繰延税金資産

① 当事業年度の計算書類に計上した金額

② 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
連結計算書類「連結注記表．（会計上の見積りに関する注記）(1)．②」の内容と同一であります。

(2) 棚卸資産の評価
① 当事業年度の計算書類に計上した金額

a 貸借対照表に計上した金額

b 棚卸資産評価損(棚卸資産から控除した金額)

② 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
ａ 当事業年度の計算書類に計上した金額の算出方法

連結計算書類「連結注記表．（会計上の見積りに関する注記）(2)．②．a」の内容と同一であります。

b 当事業年度の計算書類に計上した金額の算出に用いた主要な仮定
連結計算書類「連結注記表．（会計上の見積りに関する注記）(2)．②．b」の内容と同一であります。

c 翌事業年度の計算書類に与える影響
　主要な仮定のうち、滞留評価損比率を５％変動させた場合の影響額は以下のとおりであります。なお、
滞留評価損の算定に際しては、その他の仮定を含む様々な要素が影響するため、翌事業年度の計算書類に
与える影響に差異が生じる可能性があります。

滞留評価損への影響
　評価損比率５％上昇　3,763千円増加
　評価損比率５％減少　3,763千円減少
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個別注記表

会津コスモス電機株式会社 81,076千円

再評価に係る繰延税金負債 330,218千円
土地再評価差額金 719,094千円

合計 1,049,313千円

（貸借対照表に関する注記）
１. 下記の会社の金融機関からの借入金に対して、次のとおり債務保証を行っております。

２. 土地の再評価に係る注記
(1) 土地の再評価に関する法律（1998年３月31日公布法律第34号及び1999年３月31日の同法律の改正）に

基づき、2000年３月31日に事業用土地の再評価を実施しました。
　関連する勘定は以下のとおりであります。

(2) 土地の再評価に関する法律施行令（1998年３月31日公布政令第119号）第２条第４号に定める路線価及
び路線価のない土地は第２条第３号に定める固定資産税評価額に基づいて、合理的な調整を行って算出して
おります。

(3) 2026年３月31日における事業用土地の時価の合計額は、再評価後の帳簿価額の合計額を391,092千円下
回っております。
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個別注記表

３. 有形固定資産の減価償却累計額 2,204,793千円

短期金銭債権 218,771千円
短期金銭債務 575,177千円

　減価償却累計額には、減損損失累計額が含まれております。
４. 関係会社に対する金銭債権又は金銭債務

　区分掲記されたもの以外で各科目に含まれている関係会社に対するものは次のとおりであります。
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個別注記表

営業取引 売上高 2,067,750千円
仕入高 966,918千円
外注加工費 1,974,860千円
その他の営業取引（支出分） 32,996千円

営業取引以外の取引高（収入分） 41,181千円
営業取引以外の取引高（支出分） 2,013千円

当事業年度期首株式数（株） 当事業年度増加株式数（株） 当事業年度減少株式数（株） 当事業年度末株式数（株）

普通株式 229,578 52,513 216,856 65,235

（損益計算書に関する注記）
関係会社との取引高

（株主資本等変動計算書に関する注記）
自己株式に関する事項

（注）当社は、2026年1月1日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。
　　（変動事由の概要）
　　　増加株式数の内訳は、次のとおりであります。
　　　　株式分割による増加　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  52,108株
　　　　単元未満株式の買取りによる増加　　　　　　　　　　　　　　　    405株

　　　減少株式数の内訳は、次のとおりであります。
　　　　取締役会決議に基づく自己株式の消却による減少　　　　　　　216,078株
　　　　譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分による減少　　　　　　 753株
　　　　単元未満株式の買増請求による減少　　　　　　　　　　　　　　　   25株
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個別注記表

（繰延税金資産）
退職給付引当金 99,020千円
関係会社株式評価損 76,912千円
税務上の繰越欠損金 42,961千円
棚卸資産評価減 21,024千円
賞与引当金 20,486千円
合併差益 15,753千円
減損損失 2,920千円
その他 20,328千円

繰延税金資産　小計 299,408千円
評価性引当額 △115,120千円

繰延税金資産　合計 184,288千円
（繰延税金負債）

その他有価証券評価差額金 △238,195千円
繰延税金負債合計 △238,195千円
繰延税金負債の純額 53,906千円

（税効果会計に関する注記）
１. 繰延税金資産の発生の主な原因別の内訳
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子会社 （単位　千円）

種類 会社等の
名称 事業の内容

議決権等
の所有

（被所有）
割合（％）

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額

（注６） 科目 期末残高
（注６）

子会社
会津
コスモス
電機（株）

可変抵抗器
製造

車載用
電装部品

製造

直接 100.00

当社製品の
製造

資金の貸付

債務保証

役員の兼任

原材料の
支給（注２） 1,701,921 関係会社

未収入金 460,833

原材料の
購入（注２） 1,837,502

買掛金 259,231製品の
委託加工
（注３）

784,183

利息の
受取(注4) 4,080 関係会社

短期貸付金 680,000

借入金等
に対する
債務保証
（注５）

81,076 － －

子会社
白河
コスモス
電機（株）

可変抵抗器
製造

車載用
電装部品

製造

直接 100.00

当社製品の
製造

資金の借入

役員の兼任

原材料の
支給（注２） 725,645 関係会社

未収入金 264,043

原材料の
購入（注２） 1,130,140

買掛金 138,838製品の
委託加工
（注３）

445,055

資金の返済 25,000
関係会社

短期借入金 275,000利息の支払
（注７） 1,725

（関連当事者との取引に関する注記）

－ 32 －
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種類 会社等の
名称 事業の内容

議決権等
の所有

（被所有）
割合（％）

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額

（注６） 科目 期末残高
（注６）

子会社
中津
コスモス
電機（株）

可変抵抗器
製造

車載用
電装部品

製造

直接 100.00

当社製品の
製造

資金の借入

役員の兼任

原材料の
支給（注２） 275,853 関係会社

未収入金 75,452

原材料の
購入（注２） 411,270

買掛金 57,646製品の
委託加工
（注３）

351,501

資金の返済 180,000
－ －利息の支払

（注７） 288

子会社
台湾
東高志
電機股份
有限公司

可変抵抗器
販売 直接 100.00

当社製品の
販売

役員の兼任

製品の
販売（注１） 1,834,911 売掛金 164,366

子会社
TOCOS
AMERICA,
INC

可変抵抗器
販売 直接 100.00

当社製品の
販売

役員の兼任

製品の
販売（注１） 231,038 売掛金 40,495

－ 33 －



2026/05/23 17:56:50 / 25300190_東京コスモス電機株式会社_招集通知

個別注記表

種類 会社等の
名称 事業の内容

議決権等
の所有

（被所有）
割合（％）

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額

（注６） 科目 期末残高
（注６）

子会社
広州
東高志
電子
有限公司

可変抵抗器
製造

車載用
電装部品

製造

直接　82.39

間接　17.61

当社製品の
製造

役員の兼任

原材料の
支給（注２） 486,756 関係会社

未収入金 79,064

原材料の
購入（注２） 816,151

買掛金 111,819製品の
委託加工
（注３）

390,527

子会社
煙台
科思摩思
電機
有限公司

車載用
電装部品

製造
直接 100.00

当社製品の
製造

役員の兼任

原材料の
支給（注２） 50,706 関係会社

未収入金 10,277

原材料の
購入（注２） 12,737

買掛金 797製品の
委託加工
（注３）

3,592

（注１）価格その他の取引条件は、市場実勢を勘案して当社が希望価格を提示し、価格交渉の上で決定しており
ます。

（注２）原材料の購入及び支給については、市場の実勢価格を勘案し、価格を決定しております。
（注３）製品の委託加工については、市場の実勢価格を勘案し、価格を決定しております。
（注４）貸付金利息については、市場金利を勘案し、決定しております。
（注５）債務保証は、取引金融機関からの借入れに対して当社が保証したものであります。
（注６）取引金額には消費税等を含めておりません。期末残高には消費税等を含めております。
（注７）借入金利息については、市場金利を勘案し、決定しております。

（１株当たり情報に関する注記）
１. １株当たり純資産額は838円53銭であります。
２. １株当たり当期純利益は80円84銭であります。

（注）１株当たり純資産額及び１株当たり当期純利益は、当事業年度に行いました株式の分割が当事業年度
の期首に行われたと仮定してそれぞれ算定しております。
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（重要な後発事象に関する注記）
該当事項はありません。

（収益認識に関する注記）
　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、「連結注記表.（収益認識に関する注
記）２」に同一の内容を記載しているため、記載を省略しております。

－ 35 －


